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研究開発の概要 

  

時空間MRF技術(*)ベースに人物の異常行動把握センシング技術を確立する

とともに、顔画像認識技術と組み合わせることで、高度な画像監視システ

ムを実現する。 

さらに、センサ間の連携を自律・分散的に行うシステムを実現することに

より、人物監視の効率化と実現する。 

(*)時空間 MRF（Markov Random Field）技術 

 画像を時系列に蓄積した時空間画像において錯綜して重なり合う複数の

移動物体の領域を分割する確率モデル。 

 

 

 

高度画像監視センサネットワーク技術の研究開発 

パンニングによる画像範囲拡大 

ネットワーク型意味階層構造 

意味論的軌跡による接続 

時空間MRFトラッキング 

ズーミング顔領域検出 

顔データベース認識照合

安全・安心な社会の実現 
監視社会の到来 

膨大な監視カメラ群 

カメラと一体化された自律・分散型画像処理システム 

人物行動ライブラリー構築 

膨大なカメラ画像を自律・分散型システムで監視 
センサー・ネットワークによるシステム協調連携 

リアルタイム公共空間監視・交通管制の効率化

通信インフラ設備投資の削減 
犯罪捜査・交通事故検証の効率化 
プライバシーと監視社会の両立 
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